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【要  旨】  
本研究では、細胞シートを用いてヒト iPS 細胞由来心筋組織を作成し、心不
全における病的負荷を模擬した環境下 (低酸素環境下及び低酸素後の再酸素環
境下）において心筋組織機能解析を行った。低酸素環境下では、通常酸素環境
下と比較して収縮力、拍動数、収縮時間、最大収縮速度、最大拡張速度が有意
に減少した。通常酸素群と低酸素群において細胞数に有意差は認めなかった一
方で、低酸素群において ATP 産生量や細胞内 Ca 2 +濃度の有意な減少が認められ
た。次に、低酸素環境下に暴露した心筋組織を通常酸素環境下へ戻して再酸素
化した後に機能解析を行ったところ、再酸素化前と比較して、収縮力、拡張時
間、最大収縮速度が有意に増加していた。通常酸素群と再酸素化群との比較で
は、細胞数、 ATP 産生量及び細胞内 Ca 2 +濃度、収縮蛋白遺伝子の発現量に有意
差は認めず、再酸素化群においてフォスホランバンの過剰発現が認めた事から、
これらの因子が収縮力改善に関与している事が示唆された。以上の結果から、
今後は病的環境における不全心筋だけでなく、収縮力が改善した心筋に関する
更なる病態解明が期待される。  
